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(１)学力調査結果から見られた傾向
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(２）質問紙調査から見られた傾向
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(３)その他、今後校内研究等学校全体で特に力を入れて取り組むこと

(４)学力・学習状況調査結果チャート（破線は全国平均）

【受検者数】

名

（５）質問紙調査の結果より（学力との相関が指摘されているものや、教育委員会として注目しているものを挙げています。）

【松江市立 第三中学校

教科 分析(成果〇，課題●) 改善策（・）

○書くこと・読むことについてはおおむねよくできている。

●書くことの無回答率が非常に高い問題がある。

○関数領域については、県平均を超えている。

●数と式、図形領域については、県平均を下回っている。
●データの活用では、箱ひげ図以外のところの内容が県平均を下回っている。

○聞くこと、話すことについては、比較的できている。

●書くことについては、問題によっては比較的できているものもあるが、多くの問
題では、十分な結果が出ていない。

分析(成果〇：強み/伸ばしたい点，課題●：弱み) 改善策（・）

〇自分によいところがある、地域や社会をよくするために何かしてみたい、授業
におけるICT機器の使用については、県、全国平均を上回っている。

●授業では課題の解決に向けて自分で考え自分から取り組むことは、県、全国
平均を下回っている。

68

国語

・文章を読むことに更に慣れることができるよ
うに、文章を読む機会を多く設ける。

数学

　中学3年4月時点では、既習事項の復習が十分
ではなく県平均を下回っているものの、「自身の
分からない箇所」を正確に言語化できる生徒が多
く見られる（メタ認知の芽生え）。また、学習内容を
アウトプットすることを通して理解を深める姿もう
かがえる。今後は、生徒の主体的なインプットお
よびアウトプットを促す工夫を取り入れ、既習内
容の確実な定着を図る。

英語
（成果また
は課題で
話すことに
ついて触
れること）

・英作文の対策として、語順の指導を帯活動
として入れる。
・話すことに慣れるように、話す活動を帯活動
に入れる。

質
問
紙

　各教科において、振り返りの中から「問い」
を見出すよう働きかけるとともに、「問い」を見
つけた生徒をクラス全体で価値付け（称賛）
し、その「問い」に基づいた主体的な深い学び
へと誘う。これにより、生徒の探究心を育み、
主体的な学びを促進する。

学校
全体

　以下の3点を重点として取り組む。
・地域福祉の意識醸成
　　地域福祉の必要性と意義についての共通理解を図り、地域全体で福祉を考える授業を、地域社会との協働により継続的に実践する。
・教員のファシリテーション能力の向上
　　教員が「学習内容と子どもを繋ぐファシリテーター」としての役割を深く理解し、具体的な授業場面で実践できるよう研修を充実させる。
・データサイエンスに関する横断的学びの展開
　　各教科の枠組みを超えた、データサイエンスに関する学びを取り入れた授業開発を進める。

※欠席等により調査
によって受検者数が
異なる場合は、最少
の受検者数をもって
表示。

0.0 
10.0 
20.0 
30.0 
40.0 
50.0 
60.0 
70.0 
80.0 
90.0 

100.0 
肯
定
的
回
答
割
合
（
％
）

SNSや動
画視

聴（
１時
間以

内）

自分
には

よい
とこ
ろが
ある

将来
の夢

や目
標を
持っ
てい
る

人の
役に

立つ
人間

にな
りた
い

家庭
学習

1時間
以上

（平
日）

学校
の授

業以
外の

読書
時間

（30分以
上）

地域
や社

会を
よく
する
ため
に何
かし
てみ
たい

授業
にお
ける

ICT機器
の使

用（
週3日以

上）

授業
では
課題

の解
決に
向け
て自
分で
考え
自分

から
取り
組む

話し
合う
活動

を通
じて
考え
を深
めた
り新
たな
考え
に気
付い
たり
する

総合
の学

習で
自分

で課
題を
立て
て情
報を
集め

整理
し調
べた
こと
を発
表す

る

本校 島根県 全国


